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鰭
纒鍵欝更

　
四
月
一
日
か
ら
妊
産
婦
医
療
費

の
助
成
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
五
十
七
年
度
中
に
妊
産
婦

受
給
資
格
者
証
を
受
け
た
人
と
乳

児
医
療
費
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。一

、
通
院
で
療
養
を
受
け
る
場
合

は
、
保
険
医
療
機
関
等
ご
と
に
各

月
の
は
じ
め
の
療
養
を
受
け
る
日

に
四
百
円
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
四
百
円
に
満
た
な
い

場
合
は
そ
の
額
を
限
度
と
し
ま
す
。

二
、
入
院
で
療
養
を
受
け
る
場
合

は
、
保
険
医
療
機
関
等
ご
と
に
一

日
に
つ
き
三
百
円
を
支
払
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
の

病
院
等
で
ニ
カ
月
以
上
継
続
し
て

入
院
の
場
合
は
、
ニ
カ
月
を
限
度

と
し
ま
す
。

★
　
受
給
者
資
格
者
証
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
早
急
に
中
里
村
保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
変
更
手
続
き
が
済

ま
な
い
旧
受
給
資
格
者
証
で
は
、

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
室
ま
で

　
　
　
　
（
T
E
L
　
三
一
五
二
）

水
導
勢
叢
塁
に

　
毎
年
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、

十
月
、
十
二
月
は
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
月
で
す
。

　
検
針
員
が
各
戸
を
検
針
に
回
り

ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物

が
置
い
て
あ
っ
て
検
針
で
き
な
い

と
か
、
泥
水
が
た
ま
っ
て
検
針
し

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
メ
ー
タ
ー
管
理
、
清

掃
が
思
わ
ぬ
漏
水
の
発
見
に
も
な

り
ま
す
の
で
た
い
せ
つ
に
し
ま
し

ょ
う
　
　
　
　
　
漣
設
課
水
道
係

飼
臨
盤
鞭
取
り

　
飼
犬
や
飼
猫
を
引
取
っ
て
も
ら

い
た
い
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
申
請
書

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

★
引
取
り
　
毎
週
木
曜
日
、
十
日

　
町
保
健
所
（
九
時
～
十
一
時
）

★
料
金
　
成
犬
・
成
猫
一
匹
千
円

　
　
子
犬
・
子
猫
十
匹
ま
で
千
円

※
申
請
書
の
な
い
も
の
や
、
指
定

　
日
時
、
場
所
以
外
で
は
引
き
取

　
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。
詳
し
く
は
、
健
康
管
理
室

（
三
一
五
二
・
二
五
二
）
ま
で
。

設
備
貸
濤
制
渡
の
κ
刑
用
を

機
綴
轟
搬
癒
昔
喜

て
い
る
企
業
者
ヘ
ノ

　
帥
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社

で
は
、
中
小
企
業
者
が
必
要
と
す

る
新
鋭
機
械
設
備
を
割
賦
で
譲
渡

す
る
設
備
貸
与
制
度
の
受
付
を
四

月
一
日
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。

★
設
備
価
格
　
二
十
万
以
上
、
三

　
　
　
　
　
　
千
万
円
以
下

★
貸
与
損
料
年
五
％
ま
た
は
、

　
　
　
　
　
　
五
・
五
％

★
返
済
期
問
　
四
年
半
ま
た
は
、

　
　
　
　
　
　
七
年

★
申
込
期
限
　
申
込
総
額
が
事
業

　
　
　
　
予
算
枠
に
達
す
る
ま
で

　
詳
し
く
は
、
県
中
小
企
業
振
興

公
社
（
T
E
L
　
O
二
五
二
ー

　
　
　
　
　
二
二
ー
○
〇
二
五
）

　
　
　
遷
簑
騒
薩
灘
懸
華
』

．
灘
翻
灘
騨

　
県
で
は
、
設
備
の
近
代
化
、
合

理
化
等
を
計
画
さ
れ
て
い
る
中
小

企
業
者
に
対
し
、
次
の
無
利
子
ま

た
は
、
低
利
の
設
備
資
金
の
貸
付

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
資
金
名

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
中
小
企
業
設
備
合
理
化
資
金

★
申
込
期
限

　
四
月
一
日
～
十
二
月
二
十
日

　
た
だ
し
、
予
算
枠
に
達
し
た
時

　
点
で
締
切
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
担
当
（
開
発

課
）
ま
で
。

　
“
善
意
を
あ
り
が
と
う
”

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

0
田
中
　
島
田
諏
訪
尾
さ
ん
か
ら

　
一
万
円

○
新
屋
敷
　
羽
鳥
豊
治
さ
ん
か
ら

　
二
万
円

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
人
畠
購
響

　
総
務
課
長
、
柳
栄
久
さ
ん
が

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
　
柳
さ
ん
は
、
旧
貝

野
村
役
場
勤
務
を
含
め
、
三
十
四

年
八
カ
月
役
場
勤
務
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
◇
編
集
後
記
◇

☆
雪
国
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て

　
一
年
中
で
も
っ
と
も
心
が
は
ず

　
む
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

☆
村
も
新
し
い
年
度
に
入
り
、
活

　
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
の
歯

　
車
が
回
り
始
め
ま
し
た
。

☆
全
国
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

　
目
指
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
に
富
ん

　
だ
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
私
た
ち
の
村
も
、
み
ん
な
で
知

　
恵
を
出
し
合
い
過
疎
か
ら
脱
却

　
し
た
い
も
の
で
す
。

☆
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
す
す
め

　
る
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
で
で

　
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て

　
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
は
な

　
い
で
し
ょ
う
か
。
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■ツベルクリン反応検査およびBCG（s56．12．1～s57．12．31生）

　5月10日　14＝00～15＝00／芋沢・田沢・東田沢・如来寺・

　　　　　　豊里・上山／保健センター

　5月16日　14：10～14：40／倉俣地区／倉俣診療所

　　　〃　　　15：20～15：30／貝野地区／貝野㊥

　5月17日　14：00～14：30／高道山地区／高道山④

　　・〃　　　14：40～15：00／清津峡地区／清津峡①

　　　〃　　　15120～15：30／土倉・倉下／土倉分校

■レントゲン検診（詳しくは通知書をご覧ください。）

　5月　4日　田代・下山・清田山・重地

　5月12日　新屋敷・本屋敷・堀ノ内・宮中

　5月13日　土倉乙倉下・角間・葎沢・小出・東田尻・西田

　　　　　　尻・西方

■献　　血

　5月10日　10＝00～15：00／保健センター前

■妊婦検診・母親学級

　4月15日　8：30～9：00　妊振中の栄養・家族計画

　　　〃　　　13：30～14：00　妊婦検診／上村病院

ロ乳児検診
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自
主
財
源
が
乏
し
い
か
ら
と
い

っ
て
仕
事
が
少
な
い
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
自
主
財
源
を
も

と
に
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
を
有

効
に
利
用
し
、
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
　
き

｛
》

S

一
般
会
計
当
初
予
算

二
十
三
億
四
千
三
百
万
円

　
　
（

人
諺

も㌧
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．
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り
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漣
．
．
9
、

　
㌘
ノ
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施
政
方
針

　
激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、

わ
が
国
経
済
を
と
り
ま
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
国
、
地
方
と
も

深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
政
府
は
経
済
の
着
実
な
発

展
と
国
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図

る
た
め
に
財
政
再
建
を
緊
急
課
題

と
し
、
行
財
政
の
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
中
里
村
の
財
政
事
情
は
、
村
税
、

地
方
交
付
税
を
中
心
と
し
た
一
般

財
源
の
増
収
に
期
待
さ
れ
る
要
素

に
乏
し
く
、
歳
入
の
四
三
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
が
前
年
再
算
定

よ
り
五
・
O
％
四
千
九
百
四
十
万

円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
反
面
、
人
件
費
、
公

債
費
、
一
部
事
務
組
合
負
担
金
等

の
義
務
的
経
費
と
物
件
費
、
維
持

補
修
費
な
ど
の
消
費
的
経
費
の
占

め
る
割
合
が
大
き
く
な
り
財
政
の

柔
軟
性
を
阻
害
し
、
建
設
的
事
業

へ
の
投
資
が
伸
び
悩
み
の
現
状
で

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
十
分
に
認

識
し
、
前
年
に
引
き
続
い
て
統
合

中
学
校
建
築
を
進
め
、
ま
す
ま
す

複
雑
多
様
化
す
る
村
民
の
要
望
に

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
一
定
の
行
政
水

準
を
確
保
し
な
が
ら
調
和
の
あ
る

発
展
と
住
民
福
祉
の
一
層
の
向
上
、

産
業
振
興
を
図
り
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
財
源

　
　
　
五
億
五
千
万
円

　
村
民
生
活
に
最
も
か
か
わ
り
の

深
い
今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
二
十
三
億
四
千
三
百
万
円
、

前
年
対
比
二
・
五
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
隣
市
町
村
に
比
べ

て
伸
び
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

の
は
統
合
中
学
校
建
築
を
継
続
し

て
い
る
た
め
で
す
。

　
三
ぺ
ー
ジ
の
左
上
の
表
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。
村
の
台
所
を
賄
う

歳
人
の
内
訳
け
で
す
。
歳
入
は
大

別
し
て
二
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
一
つ
は
村
単
独
の
収
入
で
あ
る

自
主
財
源
M
も
う
一
つ
は
国
や
県

か
ら
の
収
入
で
あ
る
依
存
財
源
で

す
。
こ
の
自
主
財
源
の
占
め
る
割

合
が
大
き
い
ほ
ど
各
市
町
村
の
台

所
が
裕
福
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

中
里
村
の
場
合
は
、
二
三
・
五
％
、

五
億
五
千
二
十
三
万
三
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
依
存
財
源
の

ウ
エ
イ
ト
は
大
き
く
、
十
七
億
九

千
二
百
七
十
六
万
七
千
円
七
六
・

五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に

中
里
村
が
自
主
財
源
に
乏
し
い
か

が
わ
か
り
ま
す
。

　
各
市
町
村
の
財
政
力
を
表
わ
す

も
の
に
財
政
力
指
数
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
財
政
力
指
数

は
、
中
里
村
〇
二
七
九
、
　
十
日

町
市
○
・
四
三
、
川
西
町
○
∴
五
二

津
南
町
○
・
二
六
三
、
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
郷
土
出
身
者
と
の
交

流
会
や
林
間
広
場
建
設
、
た
か
ば

地
区
農
地
開
発
（
畑
）
、
清
田
山

自
然
運
動
公
園
の
広
場
施
設
な
ど

各
方
面
に
わ
た
っ
て
き
め
細
か
に

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

整イ費r

珍　
％

　昭和58年度の予算案を審議する第1回中里村

議会定例会が去る3月10日から3月17日までの

8日間の会期で開かれ、一般会計、特別会計予

算案総額32億8，606万円が提出され、15・16日の

本会議で審議可決されました。本年度も活力あ

る村づくりを進めるために各種の事業が計画さ

れています。

　今回はこの予算の内容を簡単に紹介します。

《
村
　
　
道
》

☆
干
溝
第
二
踏
切
構
造
改
良
三
m

☆
重
地
・
小
出
線
改
良

☆
芋
沢
・
大
原
線
改
良

☆
佛
子
田
線
一
号
改
良

☆
田
沢
下
向
線
改
良

☆
田
沢
・
山
崎
線
改
良

☆
程
島
線
改
良

☆
如
来
寺
・
桂
線
改
良

三
〇
m

四
〇
m

二
〇
m

二
〇
〇
m

二
〇
m

五
〇
m

二
八
O
m

☆
芋
沢
大
原
線
支
線
一
号
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
m

☆
芋
川
村
中
線
改
良
　
　
二
8
m

☆
佛
子
田
線
一
号
線
舗
装
二
〇
m

☆
田
沢
下
向
線
舗
装
　
　
二
〇
〇
m

☆
田
沢
・
山
崎
線
舗
装
　
　
二
〇
m

☆
程
島
線
舗
装
　
　
　
　
　
玉
O
m

☆
田
沢
・
荒
屋
線
舗
装
　
三
四
〇
m

　　　　　　627，616千円

小学校・中学校社会教育

保健体育、学校給食

一使われるお金
土　木　費へ　　／ir・農林7

蒸霧㎜
道路、橋梁、除雪、河川

住宅

総務費

蕊　　　　　247，743千円

交通安全、雪害対策、庁

舎管理、広報、選挙

広報噸かマと（3）No．32158．4．10

☆
如
来
寺
・
桂
線
舗
装
　
二
八
O
m

☆
通
り
山
・
桔
梗
原
線
舗
装
一
六
〇
m

☆
倉
俣
大
原
線
舗
装
　
　
三
一
二
〇
m

☆
芋
沢
・
大
原
線
支
線
一
号

　
舗
装

☆
芋
川
村
中
線
舗
装

く
林
　
　
道
》

☆
角
間
・
土
倉
線
開
設

☆
小
松
沢
線
開
設

☆
幹
線
田
代
線
改
良

☆
小
出
・
田
代
線
舗
装

☆
峰
越
・
田
代
線
開
設

☆
清
田
山
線
改
良
舗
装

6
0
m

．
6
0
m

§§§韓蓉
m　 m　 m　 m　 m　 m

☆
林
間
広
場
（
田
沢
）
約
二
〇
〇
〇
㎡

☆
七
ツ
釜
電
灯
施
設

☆
清
田
山
自
然
運
動
公
園
広
場
施
設

☆
郷
土
出
身
者
と
の
交
流
会

☆
中
里
村
商
工
会
館
建
設
助
成

《
圃
場
整
備
》

☆
朴
木
沢
地
区

☆
清
田
山
地
区

☆
た
か
ば
地
区
（
畑
）

《
経
営
近
代
化
施
設
》

四八二
三五一
hσho加

☆
小
松
原
第
三
組
合
機
械
格
納
庫

　
一
棟
、
ト
ラ
ク
タ
i
一
台
、
大

　
根
洗
浄
機
一
台
、
ト
ラ
ッ
ク
ニ

　
ト
ン
甫
工
台

《
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
》

☆
計
画
地
区
転
作
定
著
化
事
業
外

　
五
事
業
。

《
そ
の
他
》

☆
出
稼
労
働
者
援
護
事
業
、
水
路

　
整
備
（
宮
中
）

☆
婦
人
健
康
づ
く
り
事
業

☆
結
核
予
防
対
策

☆
予
防
接
種
事
業

☆
健
康
相
談
事
業

☆
健
康
診
査
事
業

☆
胃
ガ
ン
検
診
事
業

☆
子
宮
ガ
ン
検
診
事
業

☆
訪
問
指
導
事
業

☆
統
合
中
学
校
校
舎
、
給
食
棟
の

　
　
　
　
建
築
（
継
続
）

　》これが23億4300万円の収入源ぐ

〔自主財源〕　村独自でまかなえるお金…●…
　　　　　　　　　　　5億5，023，3千円（23．5％）

●村　　　税　　村民税・固定資産税など・一

　　　　　　　　　　　2億3，929，4干円（8．7％）

●分担金・負担金保育料など……………8，478，9千円（3。6％〉

●諸収入　預金利子などの収入…・2．927，1千円（L2％）

●繰　入　金　　教育施設整備基金などの繰入一・

　　　　　　　　　　　1億7，000．1千円（7．3％）

●その他　繰越金など……………6，224。3千円（2．7％）

〔依存財源〕　国や県にたよるお金一・
　　　　　　　　　　　17億9，276，7千円（76．5％）

●地方交付税　　国からもらったお金…一

　　　　　　　　　　　10億2，740千円（42．8％）

●国・県支出金　　事業を行うため、国や県からくるお金

　　　　　　　　　　　5億561，7千円（21．5％）

●地方譲与税　　国税として徴収され、村に入ってくるお金

　　　　　　　　　　　　3，281，0千円（1。4％）

●交付金　自動車取得税などの交付金・……
　　　　　　　　　　　　1，820，0千円（0．8％）

●村　　債　　村の借金…………2億3，340，0千円（10。0％）

☆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　
　
（
田
沢
・
宮
中
）

☆
山
崎
集
会
セ
ン
タ
i

☆
冬
期
孤
立
集
落
機
能

　
維
持
施
設
　
（
土
倉
）

《
み
ん
な
の
た
め
に
》

☆
村
民
教
養
講
座

☆
家
庭
教
育
講
座

☆
芸
術
祭

☆
み
ん
な
の
公
民
館
報
発
行

貢
村
史
編
さ
ん
事
業

☆
学
校
解
放
事
業

☆
村
民
体
育
祭

☆
村
民
球
技
大
会

☆
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

☆
村
民
野
球
大
会

☆
村
民
ス
キ
ー
大
会
・
教
室

☆
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

☆
村
民
剣
道
大
会

☆
村
民
ス
キ
i
大
会
・
教
室

《
青
少
年
の
た
め
に
》

☆
青
年
講
座

☆
成
人
式

☆
青
年
大
会

難縣欝1

司

8，555，9千円1設会計・

3億2，108，8千円健会計・

3，822，5千円水道事業会計・

7，023，4千円

騨鱗・欝婦蔚

　国保事

　国保施

　老人保

　簡易水

　農業共

　蜘¢磁範爾

☆
少
年
野
球
大
会
・
教
室

☆
少
年
剣
道
教
室

　
☆
の
び
の
び
チ
ビ
ッ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
育
成
活
動

　
☆
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

　
　
《
婦
人
の
た
め
に
》

ち
☆
婦
人
リ
ー
ダ
i
養
成
講
座

た
☆
若
い
母
親
学
級

もど
☆
婦
人
学
級

子
☆
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
．

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室

た
　
《
お
年
寄
り
の
た
め
に
》

ま‘
☆
高
齢
者
講
座

まo
☆
家
庭
奉
仕
員
派
遣

　
☆
中
里
村
老
人
福
祉
大
会

　
☆
老
人
生
き
が
い
対
策

共済事業会計…

卿鱒F翻舶翻鱒翻

の
　
《
公
共
土
木
〉

も
　
☆
国
道
三
五
三
号
線
改
良
舗
装
事

な主
業
（
角
間
．
宮
中
）

の
☆
県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場

業
線
改
良
事
業
（
田
代
．
倉
俣
●
芋
川

事県
☆
県
道
田
沢
小
栗
山
線
舗
装
事
業

．
　
　
（
旧
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）

国　
　
☆
県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場

るい
　
　
線
災
害
防
除
事
業
（
落
石
防
止

て
重
地
地
内
）
☆
重
地
ー
小
出
線

し　
　
改
良
事
業
（
山
振
代
行
）
　
☆
一

望要
級
河
川
改
良
事
業
（
七
川
．
堀
之

　
　
川
）
　
☆
一
級
河
川
砂
防
事
業
（

　
　
深
沢
川
・
阿
沢
川
）

　
　
《
農
地
関
係
》

　
　
☆
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発

　
　
事
業
（
第
二
地
区
小
松
原
工
区
）

　
　
☆
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

　
　
《
治
山
治
水
》

　
　
☆
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉
・

　
　
倉
下
・
角
間
）
　
☆
復
旧
治
山
事

　
　
業
（
東
田
尻
・
白
羽
毛
）
　
☆
な

　
　
だ
れ
防
止
事
業
（
田
代
）

民生費

189，764千円

釜
ン

老瓦児童福祉、生活保

護、保育所、国民年金

使われるお金
一衛生費一

保健衛生、公害対策、公

園管理、環境衛生、清掃費

消防費

　　　　　　　69，666千円

消防、防災、水防、広域

事務組合

商工費

　　　㍗’　蝿61，561千円

　　　0

　　　　8
商工業振興、観光、消費

考行政、工場誘致
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今
年
の
十
月
ご
ろ
田
沢
本
村

（
滝
の
沢
・
虚
空
蔵
様
）
に
、
農

村
定
住
促
進
対
策
事
業
で
林
間
広

場
が
つ
く
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
広
場
計
画
は
、
地
域
農
政

特
別
対
策
事
業
を
進
め
る
た
め
に

実
施
し
た
村
づ
く
り
ア
ン
ケ
；
ト

の
中
に
要
望
さ
れ
て
い
た
も
の
を

地
元
と
村
が
話
し
合
い
を
進
め
実

現
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
台
地
は
、
標
高
三
百
～
三

百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
っ
て

北
五
葉
松
を
は
じ
め
、
ミ
ヤ
マ
ナ

ナ
ヵ
マ
ド
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
樹
木

や
四
季
折
々
の
美
し
い
草
花
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
台
地
か

ら
の
な
が
め
は
す
ば
ら
し
く
、
左

手
遠
方
に
は
鹿
渡
り
の
発
電
所
、

右
手
遠
方
に
は
、
姿
橋
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
こ
こ
に
多
目

的
広
場
（
キ
ャ
ン
プ
場
）
、
休
憩

棟
、
炊
事
施
設
、
見
晴
し
台
、
駐

車
場
（
二
十
台
収
容
）
が
つ
く
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
広
場
は
、
村
民
の
み
な
さ

ん
が
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
、
ゆ
っ

く
ゆ
と
休
養
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。
幸
い
田
沢
本
村
で

は
、
花
卉
（
ス
カ
シ
ユ
リ
な
ど
）

栽
培
が
盛
ん
で
す
の
で
、
花
壇
に

地
元
の
花
を
植
え
、
訪
ず
れ
る
人

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

更
に
は
、
花
卉
栽
培
の
知
名
度
の

向
上
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

農
村
定
住
事
業

　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し
”

村
の
環
境
整
備
す
す
む

　
農
村
定
住
促
進
対
策
事
業
は
、

農
業
就
業
人
口
の
高
齢
化
な
ど
の

問
題
を
か
か
え
る
農
村
が
対
象
と

な
り
、
農
林
漁
業
生
産
の
増
大
、

な
ら
び
に
地
域
住
民
が
生
き
が
い

の
あ
る
安
定
し
た
生
活
を
営
め
る

よ
う
な
定
住
条
件
の
整
備
を
図
る

も
の
で
す
。

　
中
里
村
で
は
、
こ
の
事
業
を
昭

和
五
十
四
年
度
に
計
画
し
、
五
十

五
年
度
か
ら
四
力
年
計
画
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

実
施
し
た
事
業

★
五
十
五
年
度

　
●
貝
野
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
建
築

　
●
田
代
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
・

　
　
築

★
五
十
六
年
度

　
●
中
里
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
建
築

★
五
十
七
年
度

　
●
新
屋
敷
水
路
改
修

★
五
十
八
年
度
（
予
定
）

　
●
林
間
広
場

　
●
朴
木
沢
圃
場
整
備

　
こ
れ
ら
の
事
業
費
は
全
部
で
二

億
一
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
で
き
た
、
広
場
や
集
会

施
設
を
大
い
に
利
用
し
、
地
域
の

和
を
広
め
た
い
も
の
で
す
。

　
“
や
せ
て
い

る
よ
り
も
太
っ

て
い
た
方
が
裕

福
げ
で
い
い
の

1
4
こ
の
よ
う

に
私
た
ち
は
、

日
ご
ろ
か
ら
太

る
こ
と
に
対
し

て
案
外
無
頓
着

の
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
肥

満
は
万
病
の
も

と
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
事
実

肥
満
は
、
糖
尿

病
を
は
じ
め
、

心
臓
病
、
高
血

圧
、
肝
臓
病
、

動
脈
硬
化
症
、

と
い
っ
た
各
種

の
成
人
病
を
招

く
大
き
な
要
因

に
な
る
こ
と
カ

統
計
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
肥
満
の
原
因
と
し
て
は
、
か
た

よ
っ
た
栄
養
の
と
り
す
ぎ
（
ご
飯

菓
子
類
、
く
だ
も
の
）
に
よ
る
も

の
で
、
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ

り
も
、
取
る
カ
ロ
リ
ー
の
方
が

多
く
な
る
た
め
で
す
。
肥
満
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
食
べ
た
分
に
見
合

っ
た
十
分
な
運
動
を
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
正
し
く

保
つ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ

ん
の
時
、
肥
満
体
に
な
る
と
細
胞

の
数
が
増
え
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
も
太
る
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
循
環
器
検
診
の
結
果
で

は
、
受
診
者
千
五
十
四
人
中
、
肥

満
度
二
〇
％
以
上
の
人
が
百
六

十
六
人
（
一
六
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
一
番
肥
満
度
の
高
い

人
で
は
、
六
二
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
健
康
管
理

室
で
は
、
肥
満
度
二
五
％
以
上
の

人
九
十
三
人
を
対
象
に
肥
満
教
室

を
二
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
二
回
目
の
教
室
が
三
月
二

　
　
　
十
五
日
に
開
か
れ
十
三
入

　
　
　
ガ
出
席
し
、
こ
の
内
五
人

　
b
　
　
が
先
回
の
教
室
（
二
月

これじゃ腹いっばいにな

二
十
五
日
）
の
時
よ
り
も

体
重
が
減
っ
て
い
ま

　
ご
飯
半
杯
分
（
八
十
カ

ロ
リ
ー
）
の
カ
ロ
リ
ー
を

消
費
す
る
に
は
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
三
回
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
食
べ
た

ら
身
体
を
動
か
す
よ
う
に

じ
が
け
ま
し
ょ
う
。

にマ◎’広綴噸
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》今年度着工へ……

　
中
里
村
、
十
日
町
市
、
津
南
町

の
三
市
町
村
で
す
す
め
て
い
る
広

域
農
道
計
画
に
つ
い
て
は
、
広
報

な
か
さ
と
十
二
月
号
で
概
要
を
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
二

月
末
、
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し

て
、
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
申
請
書
を
県
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

　
先
般
、
皆
さ
ま
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
同
意
書
を
と
り
ま
と

め
た
結
果
、
資
格
者
数
千
百
七
十

八
人
中
同
意
者
千
百
六
十
一
人
、

同
意
率
九
八
・
五
％
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

十
日
町
市
九
六
二
％
、
津
南
町

九
八
・
○
％
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
の
八
箇
南
原
と
津
南
町

の
赤
沢
を
結
ぶ
、
こ
の
農
道
計
画

の
全
長
は
約
四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
内
、
今

回
の
広
域
農
道
整
備
事
業
計
画
で

改
良
・
新
設
さ
れ
る
延
長
は
、
二

十
六
・
六
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
予

定
で
す
。
残
り
の
約
十
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
は
、
国
、
県
道
、
市
町
村

道
と
共
有
部
分
の
た
め
、
建
設
省

サ
イ
ド
の
事
業
で
施
行
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
を
通
る
広
域
農
道
の
総

延
長
は
、
九
、
一
二
ニ
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
農
道
に
は
、
四
本
の
橋
が
架

け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
わ
が
中
里

村
に
は
、
町
村
合
併
当
時
か
ら
の

念
願
で
あ
っ
た
、
第
二
の
清
津
橋

が
ρ
桔
梗
原
の
稲
荷
様
の
後
ろ
か
ら

芋
川
に
架
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
農
生
産
物
の

流
通
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
農
道
計
画
の
総
工
費
は
、

八
十
億
二
千
四
百
万
円
に
の
ぽ
り

ま
す
が
、
そ
の
内
、

国
、
県
補
助
金
が
七

十
一
億
五
千
三
百
五

十
万
円
、
市
町
村
の

負
担
が
八
億
七
千
五

十
万
円
（
三
市
町
村

分
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
広
域
農
道
は

十
年
計
画
で
施
行
さ

れ
る
予
定
で
す
が
、

完
成
す
る
と
約
八
千

八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

宮中経由
　田沢行バス運行にのぞみ

　貝野地区と田沢地区を結ぶ路線に念願

のバス運行が実現しようとしています。

　実際にバス運行が実施されるのは、越

後交通㈱が陸運局に申請しているバス路

線の認可がおり次第になります。

　運行された場合は、当面干溝経由にな

りますが、田中を通る国道353号線に

バスの待避所ができ次第そちらに変更さ

れます。

　現在、十日町⇔宮中線は1日5往復通

っていますが、その内2往復が田沢を通

って田代に入る予定です。

　村では、5往復とも田沢への乗り入れ

を要望していきます。

※広報3月号で森宮野原→越後湯沢間の

　バスが4月1日から運行される予定と

　書きましたが、この路線も陸運局の認

　可待ちの状態です。

農
地
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
代
表
と

す
る
良
質
米
と
苗
場
山
麓
総
合
農

地
開
拓
事
業
に
よ
呑
畑
作
物
生
産

を
組
み
合
せ
、
関
東
圏
へ
の
食
糧

供
給
地
帯
と
し
て
の
産
地
づ
く
り

に
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

地区別（学校区）同意率

資格者数 同意者数 同意率

田沢地区 456 455 99．8％

高道山地区 158 144 91．1％

清津峡地区 113 U2 99．1％

倉俣地区 257 256 99．6％

貝野地区 194 194 100％
合　　計 1，178 1，161 98．5％

癬
林
資
源
を
見
■
そ
う

　
森
林
に
は
、
降
っ
た
雨
を
少
し

ず
つ
流
す
働
き
や
土
砂
を
し
ば
り

つ
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
働
き
が
、
洪
水
や
山
崩
れ

な
ど
の
災
害
を
防
ぎ
、
私
た
ち
の

生
命
や
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
の

で
す
。
ま
た
、
樹
木
は
、
空
気
中

の
炭
酸
ガ
ス
を
吸
っ
て
酸
素
を
出

す
働
き
が
あ
り
ま
す
。
十
六
本
分

の
杉
の
木
が
一
年
間
に
出
す
酸
素

の
量
は
、
人
間
一
人
が
’
年
間
に

吸
う
酸
素
の
量
と
同
じ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
森
林
の
美
し
い

な
が
め
は
、
私
た
ち
に
憩
い
と
や

す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

森
林
は
宝

　
森
林
の
衰
退
が
文
明
を
も
滅
ぼ

す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
資

源
の
確
保
は
、
国
家
的
な
課
題
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
総
面
積
百
二
十
七
・

九
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
内
約

七
八
・
六
％
が
山
林
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
民
有
林
が

三
千
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
有
林

が
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
保
安
林
三

百
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
山
林
面
積
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
に
、
五
十
年
か
ら

村
行
造
林
に
着
手
し
、

百
五
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
造
林
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象

　
ま
た
、
民
有
林
の
造
　
　
　
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

林
も
、
林
分
改
良
事
業
、
　
　
上

森
林
総
合
整
備
事
業
等
　
　
　
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

を
利
用
し
、
着
々
と
実
　
　
　
30

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
森
林
資
源
業

を
守
り
育
て
、
住
み
や
事

す
い
環
境
を
っ
く
り
ま
な

し
ょ
う
．
　
　
　
　
主

　
四
月
二
十
二
日
～
二

十
五
日
、
造
林
の
説
明

会
を
村
内
の
五
地
区
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

緑
の
羽
根
募
金
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
”
”

　
今
年
も
四
月
の
中
旬
こ
ろ
緑
の

羽
根
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
昨
年
、
緑

の
羽
根
募
金
の
還
付
金
で
清
田
山

自
然
運
動
公
園
に
二
十
本
の
桜
の

苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

区分 項目 条　　件 梶算事業費
予
臼
己 負組

遺林

（新植）

普通

造林

斜　　　面

（平担地）

79，000

　～

81，000

27，000

　～
24，000

階段

遺林

猟　　　面

（20度以上）

94，000

　～
101，000

18，000

　～
20，090

育林 下刈
亀
不 良木を

全面伐採

1年生～

10年生

7，500

3，000
～
4
， 5◎e

薬この他、除間伐・雪起し・作業路開設に

　ついても適用されます。
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れ
ま
し
た
。

O
障
害
者
へ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
手
助

け
が
ご
く
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
、
道
に
迷
っ
て
い
る
障
害
者
に
出
会
っ
て
も
ど
う
接
し
て

よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
手
助
け
を
し
て
や
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
が
社
会
参
加
し
や
す
い
よ
う
に

温
か
い
手
を
差
し
の
べ
ま
し
ょ
う
。

　
百
九
十
七
万
七
千
人
。
人
口
千

人
に
対
し
て
二
十
三
・
八
人
1

こ
れ
は
、
全
国
の
身
体
障
害
者
数

で
す
。
こ
の
数
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
比
べ
、
マ
五
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
の
障
害
者
の
発
生
原

因
と
し
て
は
、
疾
病
・
業
務
上
災

害
・
交
通
事
故
な
ど
の
後
天
的
障

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
に
は
、
五
万
五
千
百
八

十
八
人
の
身
体
障
害
者
が
お
り
、

．
中
里
村
に
は
百
七
十
四
人
の
身
体

障
害
者
が
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
国
際
障
害
者
年
に
引

き
続
き
県
で
は
、
ピ
ー
チ
運
動

（
障
害
者
の
完
全
参
加
・
平
等
・

行
動
・
勇
気
・
希
望
）
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ピ
ー
チ
運
動
の

輪
を
広
め
よ
う
と
、
地
域
福
祉
懇

談
会
が
、
三
月
九
日
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
二
十
四
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
の
中
で
は
、
川
西
町
に

あ
る
精
神
薄
弱
者
施
設
“
な
か
ま

の
家
”
理
事
長
・
星
名
憲
三
さ
ん

が
「
障
害
者
の
社
会
参
加
に
つ
い

て
」
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
星
名
氏
は
、
ご
自
身
の
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂
ダ

　
　
お
　
　
で
を
　
ま
　
。
ノ

て

し
ら
　
内
頭
　
い
す
．

決
か
　
落
く
　
が
ま
”

　
　
ん
　
　
集
な
　
。
人
し
　
。

丸
せ
　
も
れ
す
な
い
“

ま
ま
　
ら
か
で
由
願
・

い
り
。
か
れ
り
自
お
”

て
あ
す
れ
だ
も
不
く
．

め
は
ま
こ
　
つ
の
し
”

欝
禦
欝
駕
…

心
る
壮
す
と
て
く
を
”

り
い
　
で
た
し
多
解
一

あ
て
旭
う
つ
こ
も
理
5

も
れ
い
そ
会
う
に
ご
”

と
く
願
も
と
よ
外
　

■

こ
ま
を
で
人
る
以
で
”

う
ら
し
今
や
げ
私
の
・

ま
し
許
　
　
車
下
　
　
す
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

力
旅
行
体
験
を
通
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
人
た
ち
の
障
害
者
に
対
す
る

マ
ナ
ー
の
う
ま
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
精
神
の
高
い
こ
と
を
。
ま
た
、

社
会
環
境
も
障
害
者
が
生
活
し
や

す
い
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
話
さ
れ
、
最
後
に
、
年
賀
状

を
買
う
と
き
は
寄
付
つ
き
の
も
の

を
買
い
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ら

一
、
　
障
害
者
に
対
す
る
お
手
伝

　
い
は
入
間
と
し
て
の
当
然
の
行

　
い
で
す
か
ら
、
特
に
意
識
す
る

こ
と
な
く
ご
く
自
然
な
気
持
ち

で
お
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
人
間
は
み
な
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

二
、
　
障
害
者
の
お
手
伝
い
を
す

る
と
き
は
、
ま
ず
、
声
を
か
け

　
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
　
同
情
に
も
と
ず
く
言
動
は
控

　
え
目
に
、
必
要
な
と
き
は
心
よ

く
お
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
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一宅おわびを！

田沢本村

服部和一さん

　目が不自由ということは、仕事のときの

不便さはもちろん、日中、通り過ぎる車の

中の人や道路の反対側を歩く人の顔がわか

らず、あいさっも軽くしたり、見落してし

．
県
穆
会
教
青
”
派
遣
董
事
語
る

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し
て
、

中
里
村
の
社
会
教
育
向
上
に
専
念
さ
れ
た
佐
藤
亨
先
生
が
、
三
月
三

十
一
日
を
も
づ
て
任
期
を
終
え
ら
れ
、
専
門
の
中
学
校
教
諭
（
出
雲

崎
中
）
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
が
各
種
の
講
座
な
ど
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
伺
っ
て

み
ま
し
た
。

亨先生佐藤

i
甲
里
村
の
印
象

　
先
ず
「
人
」
に
関
し
て
い
え
ば
、

「
自
然
の
ふ
る
ま
い
で
、
心
の
通

え
る
人
だ
」
と
い
う
こ
と
を
感
じ

た
。
そ
れ
は
、
は
じ
め
の
こ
ろ
も

今
も
同
じ
で
あ
る
。
　
「
自
然
」
に

つ
い
て
は
、
四
季
お
り
な
す
特
色

が
あ
り
、
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ

た
す
ば
ら
し
い
印
象
を
も
っ
て
い

る
。1

三
年
問
を
通
し
て
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
で
き
ご
と
は
。

　
で
き
ご
と
と
い
う
も
の
で
は
な

い
が
、
年
々
住
民
か
ら
社
会
教
育

の
理
解
が
得
ら
れ
て
き
た
こ
と
。

そ
れ
は
行
政
機
関
に
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
。

ー
社
会
敦
寳
の
目
的

　
社
会
教
育
の
ね
ら
い
は
、
最
終

的
に
は
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
健
全
で
思

い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
村
民
、
教

養
と
体
力
を
た
か
め
、
活
力
の
あ

る
村
民
、
協
力
と
責
任
を
重
ん
じ
、

連
帯
感
の
あ
る
村
民
の
育
成
を
目

的
と
し
た
。

i
各
種
の
講
座
を
開
い
て
み
て

　
年
ご
と
に
講
座
数
も
ふ
え
た
が
、

各
講
座
単
位
で
の
出
席
も
多
く
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
分
館
、
校
区
単

位
で
の
開
催
も
影
響
し
、
組
織
団

体
（
婦
人
会
、
老
人
ク
）
の
協
力

も
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
、
内
容

が
専
門
的
分
野
や
関
心
度
の
低
い

も
の
、
あ
る
い
は
マ
ン
ネ
リ
化
に

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
参
加
者

は
少
な
い
。
が
、
社
会
教
育
は
出

席
人
数
で
ウ
ン
ヌ
ン
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
。
青
年
を
中
心
と
す
る

若
い
人
対
象
の
講
座
で
は
、
も
っ

と
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
る
必

要
を
感
じ
た
。

1
社
会
体
青
と
の
つ
な
が
り

　
　
一
般
教
養
・
技
術
等
の
習
得
や

地
域
、
生
活
課
題
の
解
決
を
図
る

な
ど
が
社
会
教
育
（
一
般
）
の
学

習
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
「
人
」
と
し
て
不
十
分

で
あ
っ
て
、
社
会
体
育
の
意
図
す

る
一
面
、
体
力
、
技
術
向
上
、
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
意
識
づ
く
り
な
ど

を
通
し
、
両
者
の
連
携
を
保
っ
て

お互いに素直な気持で話もはずむ

い
く
必
要
が
あ
る
。

1
村
民
へ
の
期
待

　
中
里
村
民
は
す
ば
ら
し
い
人
た

ち
で
あ
る
こ
と
を
赴
任
三
年
間
で

深
く
感
じ
た
。
と
同
時
に
人
の
真

心
は
宝
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、

こ
の
上
な
い
体
得
で
あ
っ
た
。
　
一

人
ひ
と
り
の
心
の
あ
た
た
か
さ
は

決
し
て
忘
れ
な
い
し
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
社
会
教
育
の
立
場
か
ら

見
た
村
民
へ
の
期
待
を
強
い
て
述

べ
る
な
ら
ば
、
学
習
意
欲
の
向
上

や
、
大
局
的
な
連
帯
意
識
の
高
揚

自
主
的
、
活
力
的
活
動
（
リ
ー
ダ
，

ー
に
な
る
、
自
主
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
る
な
ど
の
積
極
性
）
の
向
上
、

あ
る
い
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
向
上
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
は
全
村
あ
げ
て
の
行
事
、
一
体

化
に
も
連
携
す
る
事
柄
の
よ
う
に

感
ず
る
し
、
私
の
見
た
村
民
の
資

質
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
む
ず
か

し
い
問
題
で
は
な
い
は
ず
だ
。
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こ
の
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が

一
カ
月
五
、
、
一
二
〇
円
か
ら
五
、
八
三
〇
円
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
付
加
保
険
料
は
、
四
〇
〇
円
の
ま

ま
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
五
年
財
政

再
計
算
に
よ
っ
て
、
六
十
年
ま
で
毎
年
三
五
〇
円

づ
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
が
物
価
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
（

引
上
げ
）
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
率
に
応
じ
て
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
保
険
料
の
段
階
的
引
き
上
げ
は
、
加

入
者
の
み
な
さ
ん
の
立
場
を
十
分
に
考
慮
し
た
も

の
で
す
が
、
給
付
額
の
改
善
に
伴
う
保
険
料
の
負

担
増
に
つ
い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。

　
現
在
の
受
給
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
将
来
の
受

給
者
で
あ
る
私
た
ち
や
後
世
の
人
た
ち
が
十
分
な

給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
財
政
基
盤
を
確
立
す

る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
免
除

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

障
害
年
金
や
母
子
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
、
所
得
の
な
い
人
な

ど
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
人
は
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

書

r’　σ

A』’
年金

轡〆、“

擁
》

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ス
マ
ツ
シ
ュ
を
涙
め
る

鶴
弩
村

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
卓
球

が
あ
り
ま
す
。

　
三
月
十
三
日
、
村
民
卓
球
大
会

が
田
沢
①
体
育
館
で
開
か
れ
、
三

十
人
の
選
手
が
集
ま
り
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
は
、
見
て
い

て
本
当
に
楽
し
い
も
の
で
す
。
二

人
の
気
持
ち
が
合
わ
ず
、
ぶ
つ
か

り
あ
う
シ
ー
ン
が
再
々
み
ら
れ
観

客
の
か
っ
さ
い
を
あ
び
ま
し
た
。

民
卓
球
大
会

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
一
位
佐
藤
亨
　
　
干
溝

　
二
位
上
原
孝
荒
屋

　
三
位
　
羽
鳥
正
平
　
　
本
屋
敷

　
三
位
　
井
ノ
川
由
延
　
本
屋
敷

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
一
位
　
山
本
ミ
イ
　
　
山
　
崎

　
二
位
高
橋
チ
ヨ
子
田
中

　
三
位
　
服
部
キ
ヨ
子
　
如
来
寺

　
三
位
　
犬
渕
ヒ
ロ
子
　
十
日
町

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
農
騨
肝
．
購

二
位
霰
顯

亙
彰
翻
延

三
位
熱
齢

★
女
子
ダ
ブ
ル
ス

亙
難
郭

亙
蠕
謬

亙
舗
聾
子

★
混
合
ダ
ブ
ル
ス

亙
鑛
衿

二
位
霧
キ
薯

干清宮本田宮
　田　屋
溝山中敷中中

山
　
崎

如
来
寺

田
　
沢

通
り
山

十
日
町

十
日
町

如荒山干
来

寺屋崎溝

六
日
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
ご
利
用
を

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
み
ん

な
で
勉
強
し
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　
商
品
を
購
入
し
た
と
き
の
苦
情

は
、
ま
ず
買
っ
た
店
に
申
し
出
て

売
り
手
の
メ
ー
カ
ー
や
販
売
業
者

と
の
間
で
解
決
す
べ
き
も
の
で
す
。

し
か
し
、
消
費
者
の
も
つ
商
品
知

識
が
業
者
に
く
ら
べ
て
不
足
し
て

い
る
た
め
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

と
き
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
六
日
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ヘ
〇
二
五
七
七
ー
二
ー
七
九
五
五
）

位　位

村渡高吉
山辺橋楽
良友チ高
子市ヨ義
　　子

田上田宮

沢山中中

ソレー行くぞ

教
職
員
人
事
異
動
名
簿

●
小
学
校
転
出
者

田
沢
小

校
長
滝
沢
稚
利
十
日
町
西
小

教
諭
　
関
口
美
千
男
　
十
日
町
川
治
小

〃
　
横
山
シ
ノ
ブ
　
新
津
　
第
三
小

講
師
　
山
田
弘
史
　
期
間
満
了

高
道
山
小

教
諭
高
橋
守
十
日
町
西
小

〃
　
上
村
吉
子
　
刈
羽
郡
石
地
小

講
師
　
涌
井
ま
す
み
　
期
間
満
了

倉
俣
小

校
長
　
上
坂
元
熈
　
上
越
市

　
　
　
上
越
教
育
事
務
所
指
導
主
事

教
頭
　
栃
倉
　
　
典
　
新
潟
市
太
郎
代
小

教
諭
　
佐
藤
三
恵
子
　
長
岡
市
　
桂
小

貝
野
小

教
頭
高
橋
昭
三
中
魚
沼
倉
俣
小

教
諭
　
水
落
　
　
徹
　
中
魚
沼
　
橘
小

〃
　
岩
田
稚
己
　
小
千
谷
小

〃
　
鈴
木
美
弥
子
　
　
退
　
　
職

養
教
　
佐
藤
万
里
子
　
中
蒲
原
横
越
中

清
津
峡
小

校
長
　
野
崎
信
治
　
柏
崎
市
鵜
川
小

養
数
　
木
暮
千
代
子
　
南
魚
沼
六
日
町
小

土
倉
分
校

教
諭
　
小
柳
久
美
子
　
十
日
町
市
西
小

●
中
学
校
転
出
者

田
沢
中

教
諭
　
庭
野
　
　
勇
　
中
魚
沼
津
南
中

　〃

　
小
田
原
　
了
　
南
魚
沼
城
内
中

　
〃
　
山
崎
光
隆
　
中
頸
城
清
里
中

　
〃
　
佐
藤
　
　
亨
　
三
島
郡
出
雲
崎
中

倉
俣
中

校
長
　
小
田
昭
治
　
中
蒲
原
五
箇
小

教
諭
重
野
熊
蔵
乗
頸
城
松
之
山
中

　
〃
　
横
山
正
樹
　
北
魚
沼
湯
之
谷
中

　
〃
　
宇
賀
村
佳
子
　
　
退
　
　
職

養
教
　
金
子
栄
子
　
見
附
市
新
潟
小

貝
野
中

教
諭
市
川
貫
一
　
退
　
職

　
〃
　
伊
東
　
勉
柏
崎
柏
崎
一
中

　
〃
　
今
井
徹
郎
　
柏
崎
柏
崎
東
中

●
小
学
校
転
入
者

田
沢
小

校
長
村
山
　
繁

教
諭
村
山
強
一

〃
　
渡
辺
雅
之

〃
　
広
田
圭
子

〃
　
吉
田
玲
子

高
道
山
小

教
諭
腰
越
秀
夫

〃
　
蔵
品
　
薫

〃
　
志
田
圭
子

倉
俣
小

校
長
福
原
公
望

教
頭
高
橋
昭
三

教
諭
斎
藤
癖
子

長
岡
市
深
沢
小

＋
日
町
市
西
小

中
魚
沼
上
郷
小

新
採
用

　
新
採
用

＋
日
町
市
＋
小

南
蒲
原
中
央
小

南
魚
沼
六
日
町
小

東
禦
城
松
代
小

中
魚
沼
貝
野
小

中
魚
沼
橘
小

貝
野
小

教
頭
海
津
定
一
　
柏
崎
大
洲
小

教
諭
楠
原
　
篤
新
潟
五
十
嵐
小

〃
　
平
松
照
美
　
十
日
町
川
治
小

養
教
岡
　
和
子
　

新
採
用

清
津
峡
小

校
長
　
久
我
　
　
勇
　
古
志
山
古
志
中

養
教
　
池
田
和
美
　
　
新
　
採
　
用

土
倉
分
校

教
諭
山
岸
敏
江
　
長
岡
宮
内
小

●
中
学
校
転
入
者

田
沢
中

教
諭
　
丸
山
容
子
　
小
千
谷
中

〃
　
内
山
博
之
　

新
採
用

倉
俣
中

校
長
地
原
正
夫

教
諭
大
滝
貞
夫

〃
　
橋
爪
一
彦

〃
　
渡
辺
正
子

養
教
馬
場
良
子

貝
野
中

教
諭
藤
木
正
臣

〃
　
矢
嶋
信
昭

〃
　
田
中
義
雄

柏
崎
　
一
中

西
頸
城
能
生
中

．
柏
崎
柏
崎
一
中

南
魚
沼
湯
沢
中

三
島
大
河
津
中

　
十
日
町
中

柏
崎
柏
崎
三
中

南
蒲
原
長
沢
中
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三
月
十
五
日
、
こ
の
日
は

村
内
の
各
お
寺
と
干
溝
の
薬

師
様
で
お
釈
迦
様
の
ダ
ン
ゴ

ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

』
こ
の
ダ
ン
ゴ
（
お
釈
迦
様

の
福
分
）
を
食
べ
る
と
一
年

中
健
康
で
過
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を

お
守
り
に
す
る
と
、
マ
ム
シ

（
蛇
）
よ
け
に
な
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

磯新

㊥●

竹芋

　川藤

裕由

子夫

さ

ん

　
仕
事
関
係
で
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
顔

を
合
せ
て
い
た
二
人
。
　
「
裕
子
さ

ん
今
日
飲
み
に
行
か
ね
か
い
。
」
と

い
う
由
夫
さ
ん
の
誘
い
に
「
お
ご

っ
て
く
れ
る
の
ー
」
と
、
つ
い
て

行
っ
た
裕
子
さ
ん
。
二
人
の
交
際

は
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
つ
き
合
っ
て
い
て
肩
が
こ
ら

な
い
人
な
ん
で
す
。
一
生
暮
ら
す

な
ら
こ
の
人
し
か
い
な
い
。
」
と
、

由
夫
さ
ん
。
　
「
冗
談
が
う
ま
く
て

物
言
を
テ
キ
パ
キ
こ
な
す
と
こ
ろ

に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
」
と
、
裕
子
さ

ん
。
新
婚
早
々
の
努
力
が
実
っ
て

八
月
に
は
二
世
が
誕
生
す
る
と
の

こ
と
。
両
親
と
同
居
の
由
夫
さ
ん

夫
婦
は
「
両
親
が
そ
ば
に
い
る
と
．

心
強
い
で
す
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
面

で
助
か
り
ま
す
ね
。
家
族
み
ん
な

で
温
か
い
家
庭
を
築
き
た
い
一
最

後
に
「
中
里
村
に
男
衆
の
働
く
職

場
が
必
要
で
す
ね
。
な
ん
と
い
っ

て
も
人
口
の
過
疎
化
だ
け
は
く
い

と
め
な
け
れ
菖
と
話
し
て
く
れ
、

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

二
位
　
小
林
　
司

三
位
渡
辺
馨
輔

　
（
女
子
）

　
一
位
　
林
実
和
子

二
位
樋
口
祐
佳

三
位
　
大
口
由
美
子

★
小
学
生
高
学
年

　
（
男
子
）

　
一
位
　
富
井
貴
仁

　
二
位
　
井
ノ
川
裕
明

　
三
位
井
ノ
川
匡

翼
力
を
発
揮
ス
串
－
六
会

田
沢
④

　
〃

田
沢
㊥

　
〃

　
〃

田
沢
㊥

　
（
女
子
）

　
一
位
　
大
口
百
合
枝
　
田
沢
㊥

★
中
学
生
（
男
子
）

　
一
位
島
田
博
春
倉
俣
㊥

★
一
　
般

　
（
男
子
）

　
一
位
岡
村
憲
次
通
り
山

　
二
位
樋
口
正
和
小
原

　
三
位
横
山
正
樹
倉
俣

　
（
女
子
）

　
一
位
塚
田
和
子
田
中

　
二
位
渡
辺
祐
子
＋
日
町
市

　
雪
面
を
け
り
な
が
ら
早
く
滑
る

回
転
競
技
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
コ

ー
ス
を
黙
々
と
走
り
つ
づ
け
る
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
（
距
離
ス

キ
ー
）
、
み
な
さ
ん
は
村
民
ス
キ

ー
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

　
三
月
六
日
、
六
日
町
八
箇
ス
キ

i
場
で
行
わ
れ
た
ア
ル
ペ
ン
競
技

大
会
、
三
月
二
十
七
日
、
市
之
越

で
行
わ
れ
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
：

競
技
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

《
成
　
　
績
》

★
小
学
生

　
（
女
子
）

　
一
位
　
鈴
木
さ
や
か
　
倉
俣
㊥

　
二
位
鈴
木
美
春
　
　
〃

　
三
位
根
津
朋
美
　
　
〃

　
（
男
子
）

　
一
位
　
山
本
秋
彦

　
二
位
富
井
雄
治

　
三
位
藤
田
高
夫

★
中
学
生

　
（
女
子
）

　
一
位
井
ノ
川
邦
恵

田
沢
㊥

高
道
山
㊥

貝
野
㊥

田
沢
㊥

▲
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
▼

・

㌻
』
謬
…
養

二
位
　
山
田
克
子

三
位
　
渡
辺
喜
代
美

（
男
子
）

一
位
　
井
ノ
川
清
秀

二
位
　
中
島
　
　
剛

三
位
山
本
和
則

田
沢
①

　
〃

貝
野
㊥

　
〃

田
沢
㊥

◎
ア
ル
ベ
ン
ス
キ
ー
大
会

★
小
学
生
低
学
年
（
男
子
）

　
一
位
岡
村
充
由
田
沢
㊥

　
▲
前
の
人
に
お
い
つ
く
ぞ
▼

　
き
っ
と
帰
っ
て
来
る
ん
だ

と
清
津
の
橋
で
手
を
振
れ
ば

こ
の
歌
は
、
サ
ケ
の
放
流
事

業
に
寝
食
を
忘
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
中
魚
沼
漁
協
の
上

村
忠
男
さ
ん
が
サ
ケ
の
稚
魚

に
た
く
し
た
熱
い
思
い
で
す
。

　
中
魚
沼
漁
協
で
は
、
五
十

一
年
か
ら
サ
ケ
の
稚
魚
の
放

流
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も

三
月
十
七
日
に
約
四
十
万
匹

を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
の
放

流
に
は
、
田
沢
㊥
の
生
徒
九
十

人
（
五

㊥
（
四
・
五
・
六
年
生
）

人
が
手
伝
い
に
訪
ず
れ
、

呂

　　　　騨

〆

“
サ
ケ
稚
魚
撫
灘
囑
．
，

　
　
・
六
年
生
）
と
津
南
町
三
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
た
い

清
津
川
に
足
を
入
れ
な
が
ら
一
生

懸
命
放
流
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
信
濃
川
と
清
津
川
で
採

捕
さ
れ
た
サ
ケ
は
八
匹
で
し
た
が

約
二
百
匹
以
上
の
サ
ケ
が
の
ぽ
っ

大きな魚につかまるなよ

て
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
サ
ケ
の
の
ぼ
つ
て
く
る
に
は
、

宮
中
の
え
ん
て
い
が
予
想
以
上
の
壁

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
人
間

と
魚
が
共
存
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
難
し
い
間
題
で
す
が
、
人
間
の

生
活
環
境
の
向
上
だ
け
を
考
え
て

い
っ
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

邑◎’マ広報噸
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火
事
は
心
の

　
　
　
　
　
油
断
か
ら

　
最
近
、
十
日
町
地
域
で
火

災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
昨

年
一
年
間
に
郡
市
内
で
発
生

し
た
火
災
は
三
十
五
件
、
四

千
四
百
八
十
一
万
円
の
損
害

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
に
は
タ
バ
コ
な

ど
の
火
の
不
始
末
で
山
火
事

が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

技
能
検
定
を

　
　
受
け
ま
せ
ん
か

★
受
検
申
請
書
の
受
付

　
四
月
十
五
日
～
四
月
二
十

　
六
日

★
検
定
種
目

　
建
築
板
金
、
染
色
補
正
、

　
木
造
建
具
製
作
、
石
工
、

　
左
官
な
ど
五
十
四
職
種

※
詳
し
く
は
、
新
潟
県
職
業

能
力
開
発
協
会
（
〇
二
五
二

　
　
－
三
一
－
二
一
五
五
）

おもしろい行事などがありましたら

取材に行きます。連絡をください。

＊行・事・予・定＊
　　　　　崇変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確認を

生ですよるしく

　
初
め
て
の
学
校

生
活
に
期
待
と
不

安
を
秘
め
な
が
ら

小
学
一
年
生
が
お

母
さ
ん
に
手
を
ひ

か
れ
て
つ
ぎ
つ
ぎ

と
校
門
を
く
ぐ
り

ぬ
け
ま
す
。

　
さ
あ
、
い
よ
い

よ
学
校
生
活
だ
、

ゲ
タ
箱
に
自
分
の

名
前
を
見
つ
け
て

　
　
～

蔑
‘

．
禦
、

講、i

多

索

一
安
心
、
真
新
し
い
ズ
ッ
ク
を
履

い
て
入
場
行
進
、
ワ
ン
パ
ク
な
子

ど
も
た
ち
も
今
日
は
少
し
緊
張
ぎ

み
。　

四
月
四
日
、
村
内
の
小
中
学
校

の
入
学
式
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
入
学
し
た
生
徒
数
は
、

田
沢
㊥
五
十
六
人
、
倉
俣
㊥
十
四

人
、
貝
野
㊥
十
人
、
高
道
山
㊥
八

人
、
清
津
峡
㊥
九
人
、
合
せ
て
九

十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
小
学
校
生
徒
数
が
五

　
　
　
　
百
五
十
四
人
で
す
か
ら
、

　
　
　
　
十
年
前
の
昭
和
四
十
八

滋．　　　　　　　　『
上級生のみなさんよろしくね

年
度
の
六
百
八
十
四
人

に
比
べ
百
三
十
人
（
一

九
％
）
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
学
校
を
巣
立
つ

　
今
年
中
学
校
を
卒
業

し
た
生
徒
数
は
、
百
十

九
人
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
内
全
日
制
高
校
へ

進
学
す
る
人
が
百
三
人

（
八
六
・
五
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

濤
　
　
　
　
　
　
田
沢
本
村
の
村
山

　
　
　
　
　
進
さ
ん
は
、
杉
苗
と

　
　
　
　
　
ス
カ
シ
ユ
リ
を
合
せ

　
　
　
　
　
て
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽

　
　
　
　
　
培
し
て
い
ま
す
。
村

山
さ
ん
は
土
づ
く
り
を
栽
培
の
基

本
と
し
て
、
毎
年
百
五
十
ト
ン
も

の
推
肥
を
畑
に
入
れ
、
品
質
の
良

い
杉
苗
や
ス
カ
シ
ユ
リ
の
球
根
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
転
作
の
影
響
で
「
蒲
原
の
方
で

杉
苗
や
花
卉
の
栽
培
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
昨
年
あ
た
り
か
ら
価
格

が
低
下
し
て
い
る
現
状
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
人
の
ま
ね
を
し
て
栽

培
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
三
年
～
五
年
先
を
見
越
し
た
作

物
を
研
究
し
栽
培
し
て
い
か
な
け

田
沢
本
村

　
　
村
　
山
　
　
進
さ
ん

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
農
家

だ
け
で
は
無
理
で
す
か
ら
、
村
や

農
協
と
一
体
と
な
っ
て
研
究
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
」

　
農
業
は
「
子
ど
も
を
育
て
る
と

同
じ
で
す
よ
。
作
物
は
正
直
で
す

か
ら
手
を
か
け
て
や
れ
ば
か
け
た

だ
け
良
く
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
手

塩
に
か
け
て
大
き
く
し
た
杉
苗
や

球
根
を
出
荷
す
る
と
き
は
う
れ
し

い
で
す
ね
。
」
農
家
に
嫁
さ
ん
の

き
て
が
少
な
い
と
い
い
ま
す
が
、

「
農
家
の
人
も
自
分
の
娘
は
、
農

家
に
嫁
が
せ
た
く
な
い
と
い
う
現

状
…
…
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
　
村
に
要

望
す
る
こ
と
は
「
こ
れ
か
ら
の
中

里
村
を
築
く
若
い
人
た
ち
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
の
発
展
の
た
め
に
若
い
人
を
海

外
へ
視
察
に
や
る
よ
う
な
時
代
が

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」

11（月） 健康相談日（保健センター9：30～16：00）

12（幻 こぷし会総会（保健センター13：00～）　　テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
消
活

13休）

塩分調査説明会（高道山集落開発セホ
ンター一9：30～11：00、掘之内集落開ζ

発センター14：00～15：30）　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

14休） ス

15（斜
心配こと相談日（老人福祉センター
13二〔X）～16：（｝0）　　　　　　　↑

16（1：）
冬
物

17（日） 休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276＞　料

18（月） 手
入
れ19（’幻

20（水）
農地関係許可申請メ切
つり掘りオープン（養魚場）

21（木）

狂犬病予防注射（芋沢神社前・東田
沢神社繭・田代御堂前・清田山神社
前・重地中村屋商店前・倉俣診療所
前・宮中集落センター前） 石

油
製
品
の
価
格
動
向

22㈹

狂犬病予防注射（保健センター前・土

倉分校前・倉下ホンブ置場前・葎沢お

もや商店前・角間山田虎栄宅前・東田

尻集落センター前・白羽毛神社前）
心配こと相談日1老人福祉センター13：00～16：00）

23（D
24（日） 休日救急医（池田医院02575－2－2581）

25（月） 健康相談日（保健センター9：30～16二〇〇）

26（火〉

27（水）
消

28（木）
心配こと・行政相談日（老人擶祉セ　生
ンター一13：00～16：00）　　　　　　　　　活費

事
29（翻 天皇誕生日　　　　　　　　　　　　例

休日救急医（山口医院02575－2 2174）

30（D

1（日） 休日救急医（ L村病院2111）
鯉の即売会（養魚場）

2（月）

交通事故移動相談日（十日町市役所
10：00～15：00）

鯉の即売会（養魚場）

3（火）
休日救急医（大島医院02575－2－2957〉

憲法記念日　　鯉の即売会1養魚場）
4（ノK）

5（木） 休日救急医（山口医院02575 5－2003）

子どもの日

6（斜
心配ごと相談日（老入福祉センター
13：〔）0～16：00〉

7（L）

8（目） 休日救急医（津南病院02576－5－3161〉

9（月）

10（船 農業者年金、農地相談日（役場農政課）

停電のお知らせ
4月25日午後1：00～4：00

　　市之越・鷹羽

の
￥
㊥
・
＠
・
⑱

＊
お
め
で
た
＊

洋
敦
（
桑
原
今
朝
義
）
倉
俣

大
樹
（
上
原
　
章
）
上
山

奈
　
美
（
廣
田
　
正
輝
）
干
　
溝

＊
ご
結
婚
＊

離
鞭

瀦
佳
轄

｛山
田
　
　
博

宮
内
ア
キ
子

｛村
山
　
和
博

松
下
イ
ッ
子

新
屋
敷

津
南
町

小
　
原

十
日
町
市

田
　
中

十
日
町
市

東
田
沢

十
日
町
市

＊
お
く
や
み

吉
楽
　
キ
ノ
　
　
85
　
　
L
　
山

樋
口
　
正
平
　
　
52
　
　
荒
　
屋

高
橋
　
熊
蔵
　
　
70
　
　
倉
　
俣

富
井
洋
一
　
1
9
　
市
之
越

ま
男
が
え
懸
い
で
”
”
・

、
、
、
零
譜
番
暑

●
　
国
民
健
塵
保
険
監
つ
。
い
で
の
．

・
お
照
暇
隣
本
既
せ
は
従
叢
幾
り
後
場

　
（
社
会
稿
被
諜
〉
寮
』

　
T
E
L
　
二
五
｝
二
、

●
　
役
場
の
電
話
番
号
は
、
二
五
、

　
碍
一
で
す
が
、
三
五
一
一
と
ダ

　
イ
ヤ
ル
す
る
人
が
多
く
迷
惑
を

　
こ
う
む
っ
で
い
る
人
ガ
い
ま
す
。
、

　
　
お
無
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。


